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広島⼤学原爆放射線医科学研究所附属被ばく資料調査解析部

＜特別展⽰＞ 秀敬⽒調査ノート
1945年10⽉より広島⽂理科⼤学（現・広島⼤学）の地質学鉱物学教室の研究者
たちが広島の被爆地に⼊って調査を⾏ったが、そのとき⼤学院⽣の1⼈として同⾏したの
が秀敬⽒（のち広島⼤学名誉教授）であった。彼らの調査研究は原爆の放射線の線量
推定を検討するのに不可⽋であった。今回、医学だけではなかった広島⼤学のヒロシマへ
挑む姿の1つとして、この秀⽒の調査ノートをご紹介する。

原爆投下の広島で実相究明に取り組む
医学者たちの始動期の軌跡

̶広島⼤学医学部および原爆放射線医科学研究所での様相―
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